
０ 背景                               第１部 総論   １．計画策定の背景と目的     

                                            ２．計画の位置づけ 

                                            ３．計画期間 

１ 基本理念                                      ４．これまでの成果（前計画）～実績と評価の概要～ 

『環境負荷の少ない省エネルギー・省資源型の持続可能な都市を目指す』           ５．ごみ排出実態調査の概要 

  

 

２ 基本方針                             第２部 ごみ処理基本計画 

基本方針１ 『市民・事業者・行政の協働により、資源の消費・廃棄物     第１章 基本理念   『環境負荷の少ない省エネルギー・省資源型の持続可能 

の発生を抑制する持続可能な都市への転換』                      な都市を目指す』 

基本方針２ 『環境負荷の少ない安全で効率性の高い処理システムの構築』   第２章 基本方針   『市民・市民団体・事業者・行政の連携の再構築』 

                                                

                                      

３ 計画の目標                              第３章 計画の目標 ３－１ ごみ排出量の将来推計 

３．１ ごみの発生抑制                                         １．将来人口推計     

３．２ 資源化処理の拡充                                        ２．産業動向 

３．３ ごみ処理・資源化コストの効率化                                 ３．ごみ排出量の将来推計 

３．４ 温室効果ガス排出量の削減                                 ３－２ 将来目標の設定 

                                                                               ３－３ 減量目標を達成した場合の ごみ排出量将来推計

結果 

 

 今後求められる取り組み                           第４章 今後求められる取り組み 

４．１重点施策                               ４－１主な施策 

４．２主な施策                              

                                     

                                     

（１）市民・事業者・行政の連携・協働 

①ごみ排出に関わる地域のコミュニティ・ネットワークの整備・拡充 

②市民団体の活動支援 

③市の事業者としての率先的取り組み 

 

（２）ごみ・資源物の発生抑制・排出抑制 

①排出者責任の明確化（ごみ発生量の減量の徹底） 

②家庭ごみ有料化後の対応 

③事業者へのごみ減量・資源化指導 

④不燃ごみ・資源物の収集頻度の適正化 

⑤マイバッグ運動・レジ袋削減の推進 

⑥広域連携の検討（多摩地域全体での取り組み検討） 

 

（３）資源物の収集・適正処理の推進及びごみの最終処分 

①容器包装リサイクルの役割分担・費用負担割合の適正化 

②集団回収団体の拡充・連携強化 

③拠点回収の見直し 

④埋立処分量ゼロの維持・最終処分場の有効利用 

⑤エコセメント事業への支援 

 

（４）啓発活動の推進 

①次世代への環境教育の継続・拡充 

②単身世帯・若年層等移動の多い世帯への啓発 

③普及・啓発施設の検討 

 

（５）ごみ処理資源化経費の効率性・情報提供の推進 

①ごみ処理資源化経費の経済性向上 

②情報提供の推進 

 

（６）中間処理施設の更新 

①武蔵野クリーンセンター敷地の継続使用の検討 

②環境負荷の少ない効率的な処理システム 

③資源化機能 

④普及啓発機能・情報受発信機能の確保 

                                      

（７）資源化推進・施設整備                        ４－２ 計画の体系    

①生ごみ・剪定枝・落ち葉等バイオマスの資源化・エネルギー化の検討 

②資源化・エネルギー化施設整備の検討                第３部 生活排水処理基本計画 

                                    第１章 生活排水処理の現状 

４．３市民・事業者・行政の役割                      第２章 今後の取り組み 

                                      １．基本方針 

                                      ２．災害時の対応 

５．計画の推進                            第４部 計画の推進 

５．１計画の推進                             第１章 計画の推進  

５．２進捗状況の公表                            １．計画の推進  

５．３計画の見直し                             （１）進捗管理体制                                       

（２）廃棄物に関する市民会議による進捗管理スケジュール概要 

（３）進捗状況の管理 

（４）ごみ減量協議会の位置づけの見直し  

２．進捗状況の公表 

新 一般廃棄物処理基本計画の骨子（案）＜修正＞ 

１．連携の推進   

（１）市民団体の活動支援とコミュニティ・ネットワークの整備・拡充 

 

２．ごみ・資源物の発生抑制・排出抑制   

（１）排出者責任の明確化（ごみ発生量の減量の徹底） 

（２）ごみと資源物の取り扱いの適正化 

（３）事業者としての市の率先的取り組み 

（４）事業系一般廃棄物減量資源化の取り組み 

 

３．普及啓発の充実・拡充   

（１）わかりやすい啓発活動 

（２）情報提供の推進 

（３）環境学習 

（４）優良事業者への表彰制度の推進 

 

４．ごみ処理の効率化・環境負荷の低減 

（１）ごみ処理・資源化経費の経済性の向上 

（２）収集・運搬コストの効率化・環境負荷の低減 

（３）容器包装リサイクル法を踏まえた収集と分別の徹底 

（４）小型家電リサイクルの検討 

（５）集団回収のあり方の検討 

（６）拠点回収のあり方の検討 

 

５．今後求められるごみ処理施設等 

（１）新処理施設の稼働 

（２）安全・安心な施設づくりとエネルギー供給システムの構築 

（３）環境啓発施設の整備 

（４）広域連携の検討 

 （５）その他の検討事項 

 

６．最終処分 

（１）埋立処分量ゼロの維持・最終処分場の有効利用 

（２）エコセメント事業への支援 

 

７．災害時の対応   

   

資料１ 


